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日本原子力研究開発機構と高エネルギー加速器研究機構の共同事業である大強度陽

子加速器施設（J-PARC）は、平成２０年度後半の利用開始に向けて、施設建設の最終段階

を迎えています。利用が始まると世界最高性能かつ唯一の学際複合施設として、世界に開

かれた研究拠点となることが期待されています。 

J-PARC は、原子核・素粒子物理学、物質科学、生命科学など広範な研究分野を対象に、

多彩な二次粒子を用いた新しい研究手段を提供し、基礎科学から産業応用まで幅広い分

野の研究開発を推進することにより、先端的な融合領域研究拠点の形成を目指しています。

産業界が主体的に J-PARC を活用することにより、第３期科学技術基本計画に掲げられた

「科学の発展と絶えざるイノベーションの創出」を実現させていくことが可能と考えます。 

具体的には、J-PARC は学術イノベーションとしての新しい原理や現象の発見と発明、産

業イノベーションとしてのタンパク質の構造・機能解析による難病治療薬開発、ものづくりナ

ンバーワンを目指す燃料電池材料・高機能高分子材料・高温超伝導材料などの物質創製、

残留応力測定による機器・部品の信頼性の大幅な向上、等に貢献します。 

これらの先端的な分野に貢献可能な J-PARC が産業界に活用されることによって、日本

の産業の先進性を高め、高機能・高性能の製品を世界に先駆けて開発することにより強靭

な経済基盤を構築し、イノベーター日本を実現し得ると確信しております。 

このような世界最先端のツールを企業が活用し、我が国企業の技術開発力をより高度な

ものにするためには、この機に産業界が結集して J-PARC の利用を推進するとともに、産業

界が利用しやすい仕組みや充実した施設の整備について、国や施設へ提言し要望してい

くことが不可欠です。 

つきましては、J-PARC の活用を考えておられる企業が中心となって「中性子産業利用推

進協議会」を設立したいと考えます。何卒趣旨をご理解頂き、協議会への参加をお願い申し

上げます。 

 


